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承認

令和元年度
決算認定

60
項
目
の
意
見
を
付
し
て

　
　
　
　
全
会
一
致
で
承
認

　
4
日
間
に
わ
た
り
決
算
認
定
特
別
委
員
会
を
開
催

し
、
令
和
元
年
度
決
算
に
つ
い
て
各
委
員
か
ら
の
意

見
を
集
約
。

各
委
員
が
決
算
や
事
業
内
容
を
チ
ェッ
ク

議
会
か
ら
の
要
望
書
を
青
野
町
長
へ
提
出

　
決
算
認
定
特
別
委
員
会
か
ら
の
報
告
書
を
基
に

ま
と
め
た
議
会
か
ら
の
要
望
書
を
松
島
議
長
、
金
谷

副
議
長
か
ら
青
野
町
長
へ
提
出
。

決
算
認
定
特
別
委
員
会
の
報
告
書
を

松
島
議
長
へ
提
出

　
決
算
審
査
に
お
い
て
、各
委
員
か
ら
出
さ
れ
た
指
摘

事
項
60
項
目
を
ま
と
め
た
報
告
書
を
松
田
委
員
長
、

左
居
副
委
員
長
か
ら
松
島
議
長
へ
提
出
。
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3 みさき

決算認定特別委員会からの報告
　決算認定特別委員会は、前年度で執行された予算が適正なものであったかを確認するため、全ての課
が所管する決算について審査を担当しています。
委員長／松田英二　副委員長／左居喜次　ほか全議員を委員とする13人で審査しています。

借り入れ状況の
注視

事業評価委員会の
設置

補助金などの
規制緩和

老朽化施設への対処

民間活力導入事業
の精査

　借金の借り入れに制限がかかる
ことにならないよう実質公債費比
率の状況を厳重に注視して抑制に
努めなければならない。

　新規事業に着手するときは、事
前に比較検討を行い、事後に効果
を検証する事業評価委員会を設
置する事が望ましい。

　今ある町民への補助金制度に
ついては、住民の需要に対して使
い易い制度となるように規制の緩
和が必要とされている。

　町内の旧耐震基準で建設され
た公共施設への対処方法につい
ては公共施設等総合管理計画も
含めた早急な対応が望まれる。

　指定管理者制度などの民間活力
導入事業全般について考え方を
協議し、対象事業の精査など総合
的な見直しが必要である。

全体総括意見を付す！
本会議での委員長報告において指摘した特に付しておくべき意見は以下の通りです。

⃝９月定例会：前年度決算を審査・認定

⃝議会からの指摘・意見をとりまとめ
⃝来年度予算などへの要望書を提出

⃝３月定例会：来年度予算案を審査

　決算認定特別委員会では、決算状況や事業内容をチェックし、
「来年度予算にどう反映させるか」という視点で審査を行いました。

意見

意見

意見

意見

意見

適正な人員確保
と配置

　高齢化率５０％を超える地域を
多く抱える町の情勢を考慮した
上で、職員の適正な人員確保と人
員配置に努めなければならない。

意見各計画書の検証

　行政運営の指針である第３次
振興計画や行財政改革大綱など
の評価を毎年行い着実な遂行が
図られる体制の構築を望む。

意見

介護予防の
充実・強化

　高齢者福祉に関しては地域支援
事業における介護予防・重度化
防止策の充実・強化を図れる体
制づくりを目指すべき。

意見 新型コロナへの
対応

　新型コロナウイルスの影響は
来年度も続くものとして、町民の
感染防止策・地域経済活性化策
に向けた事業展開が必要。

意見

来年度に
向けて

決
　
算
　
審
　
査

委
員
会
の
報
告

定
例
会
の
報
告

町
政
を
問
う  
一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告



決算認定特別委員会

4美咲町議会だより  No.62  ＜2020.11＞

福祉・教育 福祉・教育

　全議員13人を委員とする令和元年度歳入歳出決算認定特別委員会が設置され、9月9日から4日間に
わたり決算の審査を行いました。
　今回の審査では、①議会が議決した予算が効果的・効率的に執行されているか②決算における評価を
来年度予算編成や役場の運営にどのように反映させるのかという点を中心に審査を行いました。
　ここでは各委員から出された60項目の指摘事項のうち主な意見を掲載します。

【※決算額は1万円未満四捨五入】

生活弱者への支援充実

予防接種への柔軟な対応

読書意欲の向上への対応

実質公債費比率の抑制

福祉・教育 安全・安心

　民生委員などに協力を求め
生活弱者に対するより細やか
な支援を求める。

　肺炎球菌など予防接種への
取り組みは年齢に限定せず柔軟
な対応を求める。

　本好きの児童育成のためブッ
クスタート事業の充実と司書の
学校派遣拡大を求める。

　大規模なプロジェクトを進
める際には実質公債費比率抑
制への努力を求める。

高齢者福祉、障がい者福祉
児童福祉、学校教育など

公共施設管理、防災、国際交流
情報通信など

  一般会計 106億2,879万円（前年度比1.3％増）
24特別会計 69億1,527万円（前年度比3.4％増）

決算審査  私の意見！

公共施設管理の見直し

　公共施設の管理について指
定管理と業務委託の精査を行
い見直しを求める。

本庁と支所の連携強化

　本庁と総合支所の業務の在
り方について事務分掌の徹底
を求める。

民生費 29億1,207万円
教育費 11億8,970万円  

総務費 18億 141万円
衛生費 9億2,254万円

主な
事業

主な
事業

金
谷
委
員

形
井
委
員

山
田
委
員

江
原
委
員

貝
阿
彌
委
員

松
島
委
員
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告

定
例
会
の
報
告
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5 みさき

以上のような審議を経て、美咲町議会は
令和元年度歳入・歳出決算認定を全会一致で承認しました。

福祉・教育 福祉・教育

各種事務手続きの簡素化

要望書への迅速な対応

有害鳥獣への対策検討

情報通信の将来展望

産業・建設 特別会計・水道事業会計

　多面的機能交付金などに対
する事務の簡素化と支援策へ
の工夫を求める。

　自治会などからの要望書への
対応は迅速かつ適切に行うよう
に求める。

　農産物へ重大な被害を与え
ている有害鳥獣への有効な対
策検討を求める。

　みさきネットの推進には情
報通信事業の将来展望も含め
た対応を求める。

農林業振興、道路整備、観光
災害復旧、企業誘致など

みさきネット、国民健康保険
介護保険、上・下水道など

介護保険料抑制の検討

　介護保険事業計画策定に向
けてはバランスを考慮し保険
料抑制を求める。

汚水処理水洗化の促進

　町内の環境保全に向けて下
水道や合併処理浄化槽での水
洗化促進を求める。

農林水産業費 7億8,049万円
土木費 11億2,825万円  

特別会計事業 60億5,971万円
水道事業 8億5,556万円

主な
事業

主な
事業

林
田
委
員

岩
野
委
員

延
原
委
員

左
居
委
員

藤
井
委
員

山
本
委
員

一般会計歳入決算額

町税
142,650国庫支出金

112,283

県支出金
85,183

繰越金
77,664

地方消費税交付金
23,721

地方譲与税
20,258

繰入金 19,250

※金額（万円） ※金額（万円）

町費
81,860 地方交付税

507,818

諸収入 16,420
使用料及び手数料 10,590
寄附金 5,345
分担金及び負担金 5,271
地方特例交付金 5,090
自動車取得税交付金 2,849
財産収入 2,665
環境性能割交付金 804
ゴルフ場利用税交付金 648
配当割交付金 584
株式等譲渡所得割交付金 357
交通安全対策特別交付金 171
利子割交付金 142

一般会計歳出決算額 

民生費
280,137

農林水産業費
73,931

消防費 33,245

商工費 10,792
議会費 8,894

労働費 1,700

総務費
168,277

公債費
126,040土木費

102,933

教育費
86,790

衛生費
85,743

災害復旧費
84,397

一般会計歳入決算額

町税
142,650国庫支出金

112,283

県支出金
85,183

繰越金
77,664

地方消費税交付金
23,721

地方譲与税
20,258

繰入金 19,250

※金額（万円） ※金額（万円）

町費
81,860 地方交付税

507,818

諸収入 16,420
使用料及び手数料 10,590
寄附金 5,345
分担金及び負担金 5,271
地方特例交付金 5,090
自動車取得税交付金 2,849
財産収入 2,665
環境性能割交付金 804
ゴルフ場利用税交付金 648
配当割交付金 584
株式等譲渡所得割交付金 357
交通安全対策特別交付金 171
利子割交付金 142

一般会計歳出決算額 

民生費
280,137

農林水産業費
73,931

消防費 33,245

商工費 10,792
議会費 8,894

労働費 1,700

総務費
168,277

公債費
126,040土木費

102,933

教育費
86,790

衛生費
85,743

災害復旧費
84,397

※端数処理（四捨五入）により合計が一致しない場合があります。
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柵原学園（仮称）建築設計 業務委託限度額１億８千万円
令和2年8月31日～９月18日まで定例議会が招集され　一般会計補正予算など20件の議案が議決されました。

自力災害復旧経費補助創設

妊
にん

孕
よう

性温存治療費を助成

　農地の災害を自力で復旧する場合の経費を
補助（上限３２万円）する制度を創設する。
〔農地災害復旧費　３２０万円〕

　若年がん患者の精子・受精卵を保存する妊孕
性温存治療費の一部を助成（上限４０万円）する。
〔保健衛生総務費　６５万円〕

イベント中止で減額補正

予防接種にロタウイルス追加

　新型コロナウイルス感染防止対策のために
「たまごまつり」や「ぽっぽまつり」が中止となり、
関連予算を減額する。
〔観光費　△５５０万円〕

　乳幼児下痢症の予防としてロタウイルスワク
チンの接種を追加する。
〔予防接種事業費　１２０万円〕

条
　
　
　
例

【
町
議
会
議
員・町
長
の

　
選
挙
運
動
の
公
営
を
新
設
】

美
咲
町
議
会
議
員
及
び
美
咲

町
長
の
選
挙
運
動
の
公
営
に
関

す
る
条
例

　

公
職
選
挙
法
の
一
部
が
改
正

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
以
後
そ
の

期
日
を
告
示
さ
れ
る
選
挙
に
つ

い
て
、
選
挙
運
動
用
自
動
車
、
選

挙
運
動
用
ポ
ス
タ
ー
な
ど
の
選
挙

費
用
の
一
部
を
公
営（
公
費
負
担
）

に
す
る
条
例
を
制
定
す
る
。

契
　
　
　
約

加
美
小
学
校
大
規
模
改
修
工
事

　

加
美
小
学
校
大
規
模
改
修
工

事（
Ⅰ
期
工
事
）の
設
計
変
更
に

伴
い
契
約
金
額
を
１
，
６
６
７
万

６
千
円（
消
費
税
込
）増
額
し
2

億
２
，
３
４
７
万
６
千
円（
消
費

税
込
）に
変
更
す
る
内
容
で
全
会

一
致
で
承
認
し
た
。
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7 みさき

柵原学園（仮称）建築設計 業務委託限度額１億８千万円
令和2年8月31日～９月18日まで定例議会が招集され　一般会計補正予算など20件の議案が議決されました。

柵原学園建築設計委託費債務負担行為

　柵原地域義務教育学校（仮称柵原学園）
の建築設計業務委託について令和２～３年度
の債務負担行為を承認した。
〔限度額　１億８,０００万円〕

ＧＩＧＡスクール全学年に拡大

　小学校５・６年生と中学校１年生を対象として
いた情報通信用タブレットの配付を小・中全学年
に拡大して整備する。
〔学校共通管理費　３,４５４万円〕

9月議会
でこんなことが
決まりました

スマホ収納の開始

　町に収める税金や使
用料金などの支払い方
法に口座振替やコンビニ
納付に加えスマートフォ
ンでも支払い（PayPayと
LINEPay）できるシステム
を導入する。

インフルエンザ予防接種全額助成

　６５歳以上の高齢者及び６０歳から６５歳未満
で心臓などの障害を有する人のインフルエンザ予
防接種の費用を全額助成する。
〔令和２年10月１日から令和３年１月３１日まで〕

要
　
　
　
望

林
業
施
策
に
関
す
る
要
望
書

久
米
郡
森
林
組
合　
　
　
　
　

代
表
理
事
組
合
長　

森
谷　

豊

　

木
材
需
要
の
減
少
や
木
材
価

格
の
極
度
な
低
迷
な
ど
で
林
業
・

木
材
産
業
の
火
を
消
さ
な
い
た
め

に
、
間
伐
、
搬
出
間
伐
促
進
事
業

へ
の
町
費
増
額
の
要
望
が
あ
っ
た
。

　

慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、
要
望

書
提
出
時
よ
り
木
材
価
格
も
上

昇
し
て
い
る
な
ど
の
状
況
を
踏
ま

え
て
、
全
会
一
致
で
趣
旨
採
択
と

し
た
。

議 

員 

発 

議

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
伴
う
地
方
財
政
の
急
激

な
悪
化
に
対
し
地
方
税
財
源
の

確
保
を
求
め
る
意
見
書

　

コ
ロ
ナ
感
染
症
の
拡
大
は
、甚

大
な
経
済
的
・
社
会
的
影
響
を
も

た
ら
し
、
地
方
税
・
地
方
交
付
税

な
ど
の
一
般
財
源
の
激
減
が
避

け
ら
れ
な
い
事
態
と
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、国
に
お
い
て
令
和

３
年
度
地
方
財
政
対
策
お
よ
び

地
方
税
制
改
正
の
確
実
な
実
現

を
求
め
る
内
容
の
意
見
書
を
日

本
政
府
に
対
し
て
送
付
し
た
。
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委 員 会 の活動
総務・産業常任委員会からの報告

　総務・産業常任委員会は、総務課、理財課、地域みらい課、くらし安全課、上下水道課、建設課、産業観光
課が所管する予算その他の案件について審査を担当しています。
委員長／山本宏治　副委員長／延原正憲　委員／松田英二、江原耕司、岩野正則、貝阿彌幸善の6人で審査し
ています。

　選挙投票所における新型コロナ
ウイルス感染予防対策として、非
接触型の「投票用紙自動交付機」が
配置されることになり、委員による
模擬投票を体験した。

【産業観光課】
猪などの捕獲補助金を増額

【建設課】
災害の未然防止への対策
自然災害防止事業とはどのよ
うな内容なのか。
道路法面・排水路・河川、農業
用施設などの災害の未然防止
に向けた対策を行うもの。

問

【地域みらい課】
太陽の広場へ電源設備拡充
太陽の広場への電気設備工事
はなぜ必要なのか。
消防操法訓練場照明設備が
新設され、既設のトイレ・防
犯灯などへ繋げる電気設備
の拡充が必要となったため。

問

答

答

野猪等捕獲事業補助金を増
額する理由は。
令和元年度で猪1,564頭、鹿
299頭が捕獲され年々増加
の一途をたどっている。今年
度当初の捕獲予測を上回った
ため予算を増額する。

問

答

【会計課】
公共料金をスマホで支払い
公共料金のスマホ収納とは。
町民の利便性向上のため口座
振替やコンビニ納付に加えて
スマートフォンの決済アプリか
ら「ＰａｙＰａｙ」「ＬＩＮＥＰａｙ」で支払
えるようにする。

問
答

【総務課】
議員・町長選挙への公費拡大
議会議員と町長の選挙運動
に対する公費拡大の内容は。
次回の選挙から選挙運動用の
自動車の使用料、ポスター・
ビラの印刷に対して公費で
賄う。

問

答

【上下水道課】
下水道事業の公営企業会計化
下水道事業の公営企業会計化
はいつから考えているのか。
総務省の通達では令和6年4
月までの期限が示されている
ため準備を進めている。

問

答

役場本庁舎大会議室

決
　
算
　
審
　
査

委
員
会
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報
告

定
例
会
の
報
告

町
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う  
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般
質
問

そ
の
他
・
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【健康推進課】
ロタウイルスワクチン接種

【健康推進課】
妊
にん

孕
よ う

性温存治療費助成
新しく定期予防接種になった
ロタウイルスワクチンとは。
乳幼児の下痢症を予防するた
めのワクチンで、初回の接種
は生後６週～１４週と６日まで
に行い２～３回接種する。

若年がん患者の妊孕性温存
治療助成とは。
男性は精子凍結への助成、女
性は卵子卵巣組織の採取およ
び凍結と受精卵の凍結への助
成で、１件につき上限４０万円。

問 問

答 答

【福祉事務所】
長寿祝い金の贈呈
長寿祝い金制度の現状は。
喜寿（77歳）163人、米寿（88
歳）１５２人、白寿（99歳）18人、
百寿（100歳）11人、合計344
人にお祝い金を贈呈している。

問
答

【住民税務課】
安井地区の汚水流出
現状はどうなっているか。
改善計画書に基づき設備の改
善が進んでいる。今後、浄化
処理水の水質改善を図るよ
う県と町による指導を行って
いる。

問
答

【生涯学習課】
丸山グラウンドのトイレ改修
丸山町民グラウンドの利用状
況は。
少年野球チームが週3回、グラ
ウンドゴルフが週2回、地元行
事などで利用している。洋式ト
イレへの改修を予定している。

問

答

【住民税務課】
災害廃棄物等に関する基本協定
基本協定の内容は。
協定の相手方はエコシステム
山陽株式会社。町内で水害な
どの非常災害が起きた場合に
発生する災害廃棄物の迅速な
処理が目的。

問
答

民生・教育常任委員会からの報告
　民生・教育常任委員会は、住民税務課、保険年金課、健康推進課、徴収対策室、福祉事務所、教育総務課、
生涯学習課が所管する予算その他の案件について審査を担当しています。
委員長／左居喜次　副委員長／形井　圓　委員／山田雄二、藤井智江、林田　実、金谷髙子の6人で審査して
います。

　本町には町立図書館が３館あり、各館と
もイベントや蔵書の配置に工夫を凝らし、
利用者増に取り組んでいる。
　今後、司書の増員・防犯体制の強化・
業務内容の検討を求めた。

旭図書館（西川地内）

決
　
算
　
審
　
査
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柵原地域学校等建設特別委員会からの報告
　柵原地域学校等建設特別委員会は、柵原地域に建設する「義務教育学校柵原学園（仮称）」の創設に向けた
取組に対する審査を担当しています。
委員長／松田英二　副委員長／山田雄二　委員／藤井智江、形井　圓、延原正憲、左居喜次、林田　実、山本
宏治、金谷髙子の９人で審査しています。

　9月30日に第18回特別委員会を開催し、美咲町柵原地
域義務教育学校開校準備委員会で決定された内容につい
て審議した。
　校舎や体育館といった学校施設の設計委託に際して
は、プロポーザル方式と呼ばれる提案型の設計委託方式
を採用することとし、9月24日から公募を行っている。
　今後、11月中旬に設計委託業者が選定された段階で
特別委員会を開催して提案図面などの確認を行う予定。

議会改革特別委員会からの報告
　議会改革特別委員会は、議会の制度がその時々の情勢に適しているかを検証し、議会活性化に向けた
議会改革の検討を担当しています。
委員長／岩野正則　副委員長／藤井智江　ほか全議員を委員とする13人で審査しています。

◎住民に信頼される議会を目指して
　第１２回委員会を８月３日に開催し、平成２４年６月に制定
された議会基本条例が現況に合っているかどうか順次見
直していくことを全員で確認し、制定当時の、「なぜ条文
に著したか」がわかる資料を基に検討を行った。
　議会の使命は、町民全体の立場に立って政策の決定を
行い、行財政運営を含め決定した政策が適正に行われて
いるかを監視することを再度確認した。
　この基本条例は地方自治としての議会・議員活動の活

性化と充実のために必要な議会運営の基本を定めることによって「町民が参加する開かれた議会」「自由闊達な討議を
する議会」「町民が幸せを実感できる政策を提言する議会」を目的とした取り組みを行い、「ひと　輝くまち　みさき」
の実現を目指しています。

委 員 会 の活動

校舎棟建設予定地校舎棟建設予定地

決
　
算
　
審
　
査

委
員
会
の
報
告

定
例
会
の
報
告

町
政
を
問
う  

一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告



11 みさき

ページ 議員名 質　問　内　容

12 左居  喜次 １．インフルエンザワクチンの接種促進を
２．道路維持管理の根本的な対策を

13 延原  正憲 １．美咲ＤＭＯ設立への取り組みは
２．町内から老朽危険家屋一掃の覚悟は

14 山本  宏治 １．ヤングケアラーの実態把握と支援策は
２．庁舎、行政施設の整理整頓を

15 山田  雄二 １．義務教育学校 膝詰めで話をしてはどうか
２．放流情報の発信を外部スピーカーで

16 貝阿彌幸善 １．新町の計画をどう進めていくのか
２．町の将来像で「賢く収縮」とは

一
般
質
問
は
町
民
を
代
表
し
、

　
　
町
長
・
教
育
長
な
ど
に

　
　
　
　
町
の
方
針
や
施
策
を
問
い
ま
す
。

ページ 議員名 質　問　内　容

17 形井  　圓
１．農業機械の導入に補助制度はできないか
２．コロナ対策給付金事業の周知方法は
◇　住民に寄り添った行政運営を

18 藤井  智江

１．義務教育学校は地域住民の納得を
２．旧厚生小学校の跡地活用は
◇　第８期介護保険計画の進捗状況は
◇　町長の政治姿勢は町民に寄り添っているか

19 金谷  髙子
１．ＧＩＧＡスクール構想の取り組みは
２．心身障害者医療助成制度の改善を
◇　妊孕性温存治療への対応を

20
松田  英二 １．河川氾濫の未然防止に取り組め

林田  　実 １．黄福タクシーの利便性向上を

議会だよりには、2問まで掲載
しています。
掲載できなかった質問は◇で
表示しています。

町
政
を
問
う

決
　
算
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インフルエンザワクチンの接種促進を

道路維持管理の根本的な対策を

必要に応じ町民に伝える

行政と住民で維持管理の
　　　　　形態を作り上げたい

問　

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
発
熱
・

咳
・
倦
怠
感
・
頭
痛
・
関

節
痛
と
い
っ
た
症
状
は
、

熱
中
症
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
と
共
通
す
る
部
分
が
多

い
。

　
今
冬
に
か
け
て
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
と

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行

期
が
重
な
り
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て

い
て
も
「
見
逃
し
て
し
ま

う
恐
れ
が
あ
る
」
と
専
門

家
か
ら
も
指
摘
さ
れ
て
い

る
。

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
を
促
進
す
る

こ
と
で
、
感
染
リ
ス
ク
を

低
減
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
は
な
い
か
。

答
青
野
町
長

　

現
在
、
国
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
の
中
、イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に
つ
い

て
、
重
症
化
の
恐
れ
が
あ

る
高
齢
者
や
持
病
が
あ
る

人
を
最
優
先
と
し
て
い
る
。

　

小
学
校
低
学
年
ま
で
の

子
ど
も
や
妊
婦
、
医
療
関

係
者
も
早
め
に
接
種
す
る

方
針
を
示
し
、
国
民
や
医

療
機
関
に
理
解
を
呼
び
掛

け
る
よ
う
検
討
し
て
い
る
。

　

国
・
県
そ
し
て
医
師
会

か
ら
の
情
報
・
指
導
を
基

に
、
必
要
に
応
じ
早
期
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
推
奨
な
ど
、
町
民

の
皆
さ
ん
に
お
伝
え
し
た

い
。

問　

 

町
道
の
維
持
管
理

に
お
い
て
、
草
刈
り

や
側
溝
清
掃
な
ど
を
自
治

会
や
業
者
に
管
理
委
託
し

て
い
る
が
、
双
方
に
お
い

て
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

　
維
持
管
理
が
行
き
届
か

な
い
た
め
に
救
命
救
急
、

防
災
面
に
お
い
て
も
心
配

さ
れ
る
状
況
で
あ
り
、
根

本
的
な
対
策
が
必
要
で
は

な
い
か
。

答
青
野
町
長

　
町
と
し
て
も
、「
道

路
維
持
」を
行
う
た
め
の
予

算
を
確
保
し
、建
設
課
に
お

い
て
業
者
委
託
を
行
い
な

が
ら
維
持
管
理
を
行
っ
て

い
る
が
、全
て
の
町
道
を
維

持
管
理
し
て
い
く
た
め
に

は
業
者
だ
け
で
な
く
、ど
う

し
て
も
地
域
の
力
が
必
要

と
考
え
て
い
る
。

　
今
後
の
方
針
と
し
て
は
、

行
政
と
住
民
の
両
方
で
力

を
合
わ
せ
、維
持
管
理
を
行

う
形
態
を
作
り
上
げ
る
こ

と
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
井
上
政
策
推
進
監

　

現
在
、
道
路
法
面

の
伸
び
た
木
が
道
路
面
に

倒
れ
掛
か
っ
て
お
り
、
大

雨
の
際
に
倒
木
、
落
石
に

よ
る
町
道
の
通
行
止
め
の

可
能
性
が
高
く
、
集
落
の

孤
立
に
繋
が
る
。

　

町
が
対
応
し
よ
う
に
も
、

予
算
措
置
に
限
り
が
あ
る
。

　

国
へ
の
要
望
の
中
、
伐

採
の
財
政
措
置
を
要
望
し

て
い
き
た
い
。

左居喜次 議員

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

幅員が4.0ｍあっても幅1.47ｍの車が
ギリギリです。

新型コロナとかぜ・インフルエンザとの
症状の比較

症　状 新型
コロナ か　ぜ インフル

エンザ

発 熱 平熱～
高熱

平熱～
微熱 高　熱

咳 ◎ ◎ ◎

咽頭痛 ○ ◎ ◎

だるさ ○ ○ ◎

関節痛
筋肉痛 ○ ◎

頭 痛 ○ ◎ ◎

鼻 水 △ ◎ ○
（オーストラリア政府啓発資料より抜粋）
◎ ： 頻度高い、○ ： よくある、△ ： ときどきある、× ： まれ

議員は暑中見舞い・年賀状などの挨拶状を出すことが禁止されています。

決
　
算
　
審
　
査

委
員
会
の
報
告

定
例
会
の
報
告

町
政
を
問
う  

一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告



13 みさき

延原正憲 議員

美咲ＤＭＯ設立への取り組みは

町
内
か
ら
老
朽
危
険
家
屋

　
　
　
　
　
　
一
掃
の
覚
悟
は

新
た
な
補
助
制
度
も
研
究
す
る

小さな町の大きな挑戦で取り組む

問　

 

広
報
み
さ
き
８
月

号
に
美
咲
Ｄ
Ｍ
Ｏ
を

令
和
３
年
４
月
に
設
立
す

る
た
め
の
検
討
会
を
開
催

し
た
と
の
記
事
が
あ
っ
た
。

①
地
域
Ｄ
Ｍ
Ｏ
を
目
指
す

理
由
は
。

②
町
内
観
光
資
源
の
整
備

と
充
実
策
は
。

③
町
内
観
光
マ
ッ
プ
（
案

内
板
）
の
整
備
は
。

④
片
上
鉄
道
車
両
の
動
態

保
存
へ
の
取
り
組
み
は
。

答 

青
野
町
長

①
本
町
の
地
域
経
済

に
好
環
境
を
作
り
出
す
中

心
的
役
割
を
期
待
し
、
小

さ
な
町
の
大
き
な
挑
戦
と

し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

②
町
内
に
は
多
く
の
観
光

資
源
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を

ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い

く
の
か
が
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
課
題

の
一
つ
で
あ
る
。

③
町
内
に
は
案
内
看
板
や

標
柱
が
各
所
に
設
置
さ
れ

て
い
る
が
、
調
査
の
上
、

コ
ス
ト
意
識
と
優
先
順
位

を
十
分
考
慮
し
て
整
備
に

当
た
る
。

④
町
と
し
て
も
展
示
運
転

の
再
開
を
望
ん
で
い
る
が
、

安
全
で
事
故
が
な
い
こ
と

が
一
番
大
切
で
あ
り
、
片

上
鉄
道
保
存
会
と
も
協
議

を
重
ね
た
い
。

問　

 

町
内
に
は
老
朽
化

が
著
し
く
倒
壊
な
ど

の
危
険
の
あ
る
老
朽
危
険

家
屋
が
増
加
し
て
い
る
。

　
町
は
解
体
撤
去
の
行
政

代
執
行
の
制
度
も
定
め
た
。

①
町
内
の
老
朽
危
険
家
屋

の
実
態
は
。

②
所
有
者
な
ど
に
よ
る
除

却
の
実
績
は
。

③
行
政
代
執
行
が
実
施
で

き
な
い
理
由
は
。

④
町
内
か
ら
老
朽
危
険
家

屋
を
一
掃
す
る
覚
悟
は
。

答 

光
嶋
地
域
み
ら
い
課
長

①
周
辺
へ
の
影
響
が

非
常
に
大
き
い
老
朽
危
険

家
屋
は
８
軒
あ
り
、
う
ち

６
軒
に
つ
い
て
除
却
な
ど

の
交
渉
を
行
っ
て
い
る
。

②
平
成
25
年
度
以
降
の
除

却
の
実
績
は
12
軒
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
。

③
除
却
費
用
の
回
収
が
非

常
に
困
難
と
な
る
。

答 

青
野
町
長

④
現
在
老
朽
危
険
家

屋
の
み
を
対
象
と
し
た
１

５
０
万
円
の
解
体
撤
去
の

補
助
制
度
は
あ
る
が
、
将

来
道
路
や
隣
接
地
に
影
響

を
お
よ
ぼ
す
恐
れ
の
あ
る

空
き
家
の
除
却
費
に
つ
い

て
も
、
新
た
な
補
助
制
度

を
研
究
し
た
い
。

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

早く解体してほしいな

体験乗車が復活できるといいね

※ DMO…観光地域づくり法人。

議員が選挙区内にある者に対して、寄付をすることはいかなる名義でも禁止されています。

決
　
算
　
審
　
査

委
員
会
の
報
告

定
例
会
の
報
告

町
政
を
問
う  
一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告
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ヤングケアラーの実態把握と支援策は

庁舎、行政施設の整理整頓を

念頭に置き適切に対応したい

備品の整理に計画的に取り組む

問　

 

家
庭
内
で
ケ
ア
が

必
要
な
人
の
介
助
に

は
家
族
へ
の
大
き
な
負
担

が
あ
る
。

　
特
に
18
歳
未
満
の
人
が

家
庭
環
境
の
た
め
介
護
、

食
事
の
援
助
な
ど
を
行
っ

て
い
る
児
童
・
生
徒
の
実

態
を
把
握
し
て
い
る
の
か
。

　
勉
強
、
部
活
な
ど
の
時

間
が
減
り
重
荷
に
な
り
、

他
人
に
は
言
え
な
い
環
境

な
ど
の
実
態
調
査
を
行
っ

た
上
で
支
援
策
が
必
要
で

は
な
い
か
。

答 

神
坂
教
育
総
務
課
長

　

学
校
に
通
い
な
が

ら
、
親
や
祖
父
母
、
幼
い

兄
弟
な
ど
の
世
話
を
し
て

い
る
子
ど
も
が
、
ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
と
言
わ
れ
、
社

会
問
題
に
も
な
っ
て
い
る
。

　

家
族
思
い
の
美
談
に
聞

こ
え
る
が
、
睡
眠
不
足
な

ど
で
不
登
校
や
授
業
に
集

中
で
き
な
い
懸
念
も
あ
る
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、
こ

の
様
な
問
題
も
校
長
会
な

ど
で
意
見
交
換
を
し
て
い

る
。答 

山
崎
保
険
年
金
課
長

　

居
宅
介
護
、
地
域

密
着
型
介
護
な
ど
約
９
０

０
人
い
る
。
関
係
各
課
と

連
携
を
と
り
、
国
・
県
の

動
向
を
注
視
し
な
が
ら
研

究
を
進
め
る
。

答 

青
野
町
長

　

教
育
、
学
校
の
現

場
、
あ
る
い
は
障
害
の
関

係
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
で
常
に
そ
う
し
た
こ
と

を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
職

務
に
当
た
り
、
適
切
に
対

応
し
て
い
き
た
い
。

問　

 

合
併
15
年
に
な
る
。

本
庁
、
各
総
合
支
所

に
は
永
久
保
存
の
重
要
書

類
や
各
種
の
保
存
書
類
が

多
く
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。

　
旭
総
合
支
所
に
も
た
く

さ
ん
の
書
類
が
置
か
れ
て

お
り
、
各
施
設
の
整
理
が

必
要
と
思
う
が
今
後
の
予

定
は
。

　
ま
た
本
庁
・
柵
原
総
合

支
所
の
状
況
は
ど
う
か
。

答 

稲
谷
総
務
課
長

　

 

本
庁
舎
建
築
後
46

年
経
過
、
旭
総
合
支
所
は

42
年
経
過
し
て
い
る
。

　

柵
原
総
合
支
所
に
つ
い

て
は
、
平
成
24
年
に
柵
原

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
に
総

合
支
所
機
能
を
移
管
し
た

時
に
備
品
整
理
を
済
ま
せ

て
い
る
。

　

旭
総
合
支
所
に
つ
い
て

は
、
耐
震
補
強
工
事
が
出

来
て
い
な
い
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
を
抱
え
て
お

り
、
喫
緊
の
重
要
な
課
題

と
な
っ
て
い
る
。

　

あ
さ
ひ
み
ら
い
デ
ザ
イ

ン
検
討
委
員
会
か
ら
、
旭

総
合
支
所
な
ど
の
在
り
方

に
つ
い
て
報
告
書
が
提
出

さ
れ
て
い
る
。

　

文
書
や
備
品
な
ど
の
整

理
に
つ
い
て
は
オ
ー
ク
シ

ョ
ン
の
考
え
も
視
野
に
計

画
的
に
取
り
組
む
。

山本宏治 議員

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

重要書類はこの中に
（美咲町総合備品庫）

子どもの生活に目くばりを

議員は選挙区内の運動会やスポーツ大会への差し入れが禁止されています。

決
　
算
　
審
　
査

委
員
会
の
報
告

定
例
会
の
報
告

町
政
を
問
う  

一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告
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山田雄二 議員

義務教育学校
　　膝詰めで話をしてはどうか

放
流
情
報
の
発
信
を

　
　
　
　
外
部
ス
ピ
ー
カ
ー
で

緊
急
時
に
は
積
極
的
に
使
っ
て
い
く

意見を聞く必要があるときには聞く

問　

 
義
務
教
育
学
校
に

つ
い
て
３
点
質
問
す

る
。

①
本
年
６
月
定
例
会
で
は

学
年
の
区
切
り
に
つ
い
て

「
６
・
３
制
と
い
う
形
で

は
な
く
、
義
務
教
育
学
校

で
し
か
で
き
な
い
こ
と
を

ぶ
れ
ず
に
進
め
た
い
」
と

答
弁
し
た
が
、
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
の
回
答
で
は

「
学
年
の
区
切
り
は
開
校

準
備
委
員
会
で
決
め
る
」

と
な
っ
て
い
る
。
ど
ち
ら

が
本
当
か
。

②
義
務
教
育
学
校
の
創
設

は
行
政
主
導
で
進
め
ら
れ

て
き
た
。
そ
の
た
め
、
地

域
住
民
へ
の
説
明
が
お
ろ

そ
か
に
な
っ
て
は
い
な
い

か
。

③
学
校
形
態
と
場
所
が
決

ま
っ
た
。
地
元
の
い
ろ
い

ろ
な
声
を
聞
く
た
め
膝
詰

め
で
話
を
し
て
は
ど
う
か
。

答 

黒
瀬
教
育
長

①
表
現
は
違
っ
て
い

る
か
も
し
れ
な
い
が
、
趣

旨
は
同
じ
で
、
開
校
準
備

委
員
会
で
決
め
る
。

②
学
校
の
統
廃
合
で
は
い

ろ
い
ろ
な
思
い
が
あ
る
中
、

今
は
新
し
い
学
校
づ
く
り

に
向
け
て
前
進
す
る
こ
と

が
大
切
と
考
え
る
。

③
行
政
が
決
定
す
べ
き
こ

と
は
決
定
す
る
、
意
見
を

聞
く
必
要
が
あ
る
と
き
に

は
聞
く
。

　

決
定
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ

を
考
え
て
決
断
す
る
こ
と

が
建
設
を
前
に
進
め
る
こ

と
だ
と
考
え
て
い
る
。

問　

 

苫
田
ダ
ム
の
放
流

に
つ
い
て
内
容
と
実

績
を
問
う
。

答 

浦
上
く
ら
し
安
全
課
長

　

苫
田
ダ
ム
の
放
流

に
は
、
緊
急
放
流
・
事
前

放
流
・
洪
水
調
節
の
３
種

類
が
あ
る
。

　

緊
急
放
流
は
ダ
ム
を
守

る
た
め
の
最
後
の
手
段
で

あ
り
、
事
前
放
流
は
大
雨

が
予
想
さ
れ
る
時
に
実
施

す
る
放
流
だ
が
、
ど
ち
ら

も
実
施
の
実
績
は
な
い
。

　

今
ま
で
何
度
か
苫
田
ダ

ム
で
も
実
施
さ
れ
て
き
た

放
流
は
、
洪
水
調
節
と
呼

ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ

の
放
流
が
実
施
さ
れ
る
場

合
は
告
知
放
送
な
ど
で
住

民
周
知
を
図
り
た
い
。

問　

 

最
近
話
題
の
水
害

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
内

容
を
示
せ
。

　
ま
た
、
洪
水
調
節
に
よ

る
放
流
が
あ
る
と
き
、
告

知
放
送
だ
け
で
な
く
外
部

ス
ピ
ー
カ
ー
を
使
っ
た
緊

急
放
送
が
で
き
な
い
か
。

答 

井
上
政
策
推
進
監

　

役
場
や
消
防
な
ど

防
災
関
係
機
関
が
い
つ
ど

の
よ
う
な
防
災
行
動
を
と

る
の
か
を
時
系
列
に
ま
と

め
た
も
の
を
タ
イ
ム
ラ
イ

ン
と
呼
ん
で
い
る
。

　

現
在
、
本
町
に
ふ
さ
わ

し
い
水
害
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

を
策
定
中
で
あ
る
。

答 

浦
上
く
ら
し
安
全
課
長

　

ダ
ム
放
流
と
い
う

緊
急
時
に
お
い
て
は
、
外

部
ス
ピ
ー
カ
ー
の
利
用
も

積
極
的
に
行
っ
て
い
く
。

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

思い出を胸に新たな学校づくりへ

議員は病気見舞金を出すことが禁止されています。

決
　
算
　
審
　
査

委
員
会
の
報
告

定
例
会
の
報
告

町
政
を
問
う  
一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告
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新町の計画をどう進めていくのか

町の将来像で「賢く収縮」とは

小規模多機能自治の実現を目指す

新しいまちづくりへの転換を図る

問　

 

新
町
建
設
計
画
で

は
、
地
方
分
権
推
進

と
厳
し
い
財
政
状
況
へ
の

対
応
、
少
子
高
齢
化
へ
の

対
応
、
多
様
化
高
度
化
す

る
住
民
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
、

個
性
を
生
か
し
た
地
域
づ

く
り
へ
の
対
応
が
う
た
わ

れ
15
年
が
経
過
し
た
が
、

町
長
は
計
画
の
成
果
を
ど

う
捉
え
て
い
る
か
。

　
ま
た
、
今
後
ど
の
よ
う

に
進
め
て
い
く
の
か
。

答 

青
野
町
長

　

少
子
高
齢
化
・
過

疎
化
・
人
口
減
少
に
伴
う

労
働
力
の
減
少
、
地
域
経

済
の
縮
小
、税
収
の
減
少
、

社
会
保
障
費
の
増
大
と
経

済
面
の
影
響
の
み
な
ら
ず

社
会
面
に
お
い
て
も
、
地

域
の
担
い
手
不
足
に
よ
る

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の

低
下
、
子
ど
も
同
士
の
交

流
機
会
の
減
少
、
子
育
て

介
護
機
能
の
低
下
、
負
の

ス
パ
イ
ラ
ル
と
な
り
地
域

力
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
る
。

　

住
民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
、

高
度
化
が
進
ん
で
い
る
。

中
で
も
、
保
健
医
療
福
祉

に
つ
い
て
は
、
よ
り
生
活

に
密
着
し
た
ニ
ー
ズ
が
増

加
す
る
も
の
と
考
え
る
。

　

住
民
同
士
の
絆
を
深
め

地
域
の
こ
と
は
地
域
自
ら

決
定
で
き
る
、
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
か
ら
一
歩
踏
み

込
ん
だ
小
規
模
多
機
能
自

治
を
目
指
す
。

問　

 

町
の
将
来
像
で
、事

業
の
選
択
と
集
中
を

進
め
「
賢
く
収
縮
」
と
は

抽
象
的
で
あ
り
、
具
体
的

な
取
り
組
み
を
示
せ
。

答 

青
野
町
長

　

人
口
維
持
、
歳
入

維
持
を
前
提
と
し
た
こ
れ

ま
で
の
ま
ち
づ
く
り
か
ら
、

人
口
減
少
、
歳
入
縮
小
時

代
を
見
据
え
た
、
新
し
い

ま
ち
づ
く
り
へ
の
転
換
を

図
る
こ
と
で
あ
る
。

　

多
様
化
・
高
度
化
す
る

行
政
課
題
を
的
確
に
把
握

し
、
限
ら
れ
た
資
源
や
人

材
で
効
率
的
な
行
政
運
営

を
行
う
こ
と
が
不
可
欠
で

あ
る
。

　

役
場
組
織
の
機
構
改
革
、

人
事
制
度
改
革
、
組
織
の

活
性
化
、
事
務
事
業
の
効

率
化
、
審
議
会
・
委
員
会

等
の
再
編
な
ど
、
機
構
の

構
築
と
併
せ
て
、
職
員
の

意
識
改
革
と
定
数
な
ど
の

適
正
化
を
図
る
。　

　

財
政
運
営
に
つ
い
て
は
、

経
常
的
経
費
の
抑
制
、
公

共
投
資
の
重
点
化
と
コ
ス

ト
縮
減
、
補
助
金
の
見
直

し
、
町
税
な
ど
の
歳
入
確

保
と
負
担
の
適
正
化
、
遊

休
財
産
の
適
正
管
理
、
予

算
編
成
方
法
の
見
直
し
な

ど
を
進
め
、
持
続
可
能
な

財
政
基
盤
の
確
立
を
目
指

す
。

　

あ
わ
せ
て
、
公
共
施
設

等
総
合
管
理
計
画
に
基
づ

き
管
理
運
営
の
在
り
方
、効

率
と
経
常
的
な
視
点
に
よ

り
、
最
適
な
手
法
の
選
択

を
図
る
。

貝阿彌幸善 議員

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

新町のイメージ図

県北部県北部

中央中央

岡山空港岡山空港
県南部県南部

地域連携地域連携 都
市
連
携

都
市
連
携

柵原柵原
旭旭

美咲町総人口の見通し

実績値実績値
H7H7

20,00020,000

15,00015,000

10,00010,000

5,0005,000

00
H12H12 H17H17 H22H22 H27H27 R2R2 R7R7

推計値推計値

単位：人単位：人

18,25418,254 17,56217,562 16,57716,577 15,64215,642
14,43214,432

13,19113,191 11,98711,987

決
　
算
　
審
　
査

委
員
会
の
報
告

定
例
会
の
報
告

町
政
を
問
う  

一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告
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形井　圓 議員

農業機械の導入に補助制度はできないか

コ
ロ
ナ
対
策

　
　
給
付
金
事
業
の
周
知
方
法
は

広
報
紙
お
よ
び
町
の

　
　
　
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

政策調整会議などで検討している

問　

 
農
業
従
事
者
の
高

齢
化
に
伴
い
、
後
継

者
も
な
く
農
地
の
荒
廃
化

が
進
む
中
で
、
町
の
農
業

政
策
を
具
体
的
に
示
さ
れ

た
い
。

　
併
せ
て
、
地
域
の
高
齢

者
の
農
地
を
借
り
受
け
て

い
る
人
も
い
る
が
、
こ
う

し
た
人
が
美
咲
町
の
農
地

を
守
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
。

　
農
地
を
借
り
受
け
れ
ば

面
積
も
増
え
、
農
機
具
の

大
型
化
も
必
要
と
な
る
。

　
農
業
機
械
の
導
入
に
補

助
制
度
は
で
き
な
い
か
。

答 

立
石
産
業
観
光
課
長

　

高
齢
化
に
よ
る
担

い
手
不
足
、後
継
者
不
足
、

農
業
離
れ
な
ど
に
起
因
す

る
耕
作
放
棄
地
の
増
加
な

ど
、共
通
の
悩
み
で
あ
る
。

　

厳
し
い
経
営
環
境
で
は

あ
る
が
、
貸
手
・
借
手
の

立
場
で
研
究
を
行
う
必
要

が
あ
る
。

　

規
模
拡
大
を
目
指
す
認

定
農
業
者
や
地
域
の
中
心

的
経
営
体
へ
の
補
助
制
度

に
つ
い
て
は
、
今
後
研
究

し
て
い
く
。

答 

青
野
町
長

　

中
山
間
地
域
に
お

い
て
は
、
農
地
を
借
り
受

け
て
い
る
人
へ
の
支
援
が

で
き
な
い
か
と
考
え
て
お

り
、
中
国
四
国
農
政
局
、

国
会
議
員
に
要
望
し
て
い

く
。

　

農
機
具
の
補
助
に
つ
い

て
は
、
政
策
調
整
会
議
な

ど
で
検
討
し
て
い
る
。

問　

 

美
咲
町
事
業
継
続

支
援
助
成
金
、
高
校

生
・
大
学
生
へ
の
支
援
金

な
ど
が
7
月
の
臨
時
議
会

に
お
い
て
議
決
さ
れ
た
が
、

事
業
の
内
容
お
よ
び
周
知

方
法
を
具
体
的
に
示
さ
れ

た
い
。　

　
ま
た
、
事
業
継
続
支
援

助
成
金
で
は
、
町
税
な
ど

を
完
納
し
て
い
る
こ
と
の

条
件
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、

国
の
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
に
こ
う
し
た
条
件
が
付

さ
れ
て
い
た
の
か
。

答 
立
石
産
業
観
光
課
長

　

対
象
者
へ
の
周
知

は
、
広
報
紙
お
よ
び
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
る
。

　

内
容
と
し
て
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
の
影
響
を
受
け
売

上
高
の
減
少
し
て
い
る
個

人
事
業
主
の
支
援
の
た
め
、

事
業
継
続
支
援
助
成
金
交

付
事
業
と
し
て
、
10
万
円

交
付
す
る
。

　

支
給
に
つ
い
て
国
か
ら

の
特
段
の
条
件
は
付
さ
れ

て
は
い
な
い
。

答 

光
嶋
地
域
み
ら
い
課
長

　

高
校
生
等
み
ら
い

応
援
給
付
金
、
学
生
等
生

活
給
付
金
を
５
万
円
支
給

す
る
。

　

県
内
に
在
学
し
て
い
る

高
校
生
の
情
報
な
ど
を
確

認
し
給
付
漏
れ
の
な
い
よ

う
工
夫
し
て
い
く
。

答 

牧
野
福
祉
事
務
所
長

　

子
育
て
世
帯
に
臨

時
給
付
金
１
万
円
。

　

ひ
と
り
親
世
帯
臨
時
給

付
金
と
し
て
基
本
給
付
金

５
万
円
、
追
加
給
付
金
５

万
円
を
支
給
す
る
。

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

農業機械は高額だ！

町の情報は告知放送などで
お知らせしています

決
　
算
　
審
　
査

委
員
会
の
報
告

定
例
会
の
報
告

町
政
を
問
う  
一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告



18美咲町議会だより  No.62  ＜2020.11＞議員や後援会が有料の挨拶広告を出すと処罰されます。

義務教育学校は地域住民の納得を

旧厚生小学校の跡地活用は

住民代表の専門部会で協議している

図書館協議会などで協議を深める

問　

 

柵
原
地
域
に
建
設

予
定
の
義
務
教
育
学

校
は
、
地
域
住
民
の
納
得

を
得
て
進
め
て
い
る
か
。

①
地
域
住
民
へ
の
説
明
は

十
分
行
わ
れ
、
住
民
の
意

見
は
反
映
さ
れ
て
い
る
の

か
。

②
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

に
は
何
人
が
コ
メ
ン
ト
し
、

ど
の
よ
う
な
意
見
が
出
さ

れ
、
ど
の
よ
う
に
反
映
し

た
の
か
。

③
プ
ー
ル
は
設
置
さ
れ
な

い
の
か
。

④
20
人
学
級
に
つ
い
て
ど

う
い
う
見
解
か
。

⑤「
６
年
生
問
題
」に
つ
い

て
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

答 

黒
瀬
教
育
長

 

①
地
域
住
民
の
代
表

で
あ
る
専
門
部
会
で
鋭
意
、

精
力
的
に
協
議
し
て
い
る
。

②
約
20
人
か
ら
約
80
件
の

「
地
域
と
学
校
の
連
携
が

必
要
」「
教
育
課
程
の
４
・

３
・
２
の
根
拠
が
示
さ
れ

て
い
な
い
」
な
ど
コ
メ
ン

ト
が
あ
っ
た
。

③
プ
ー
ル
は
、
開
校
準
備

委
員
会
な
ど
で
検
討
さ
れ

る
。

④
国
の
学
級
編
成
標
準
法

に
基
づ
い
て
編
成
す
る
。

⑤
ど
の
学
年
で
も
問
題
は

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

問　

 

今
後
、
定
期
的
に

報
告
と
説
明
と
意
見

交
換
会
が
持
て
な
い
の
か
。

答 
黒
瀬
教
育
長

　

16
人
の
委
員
が
地

域
の
意
見
を
集
約
し
持
っ

て
来
る
。
誠
実
に
受
け
止

め
協
議
を
進
め
る
。

問　

 

特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
白
寿
荘
か
ら
旧

厚
生
小
学
校
跡
地
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
お
よ
び
中
央
公
民

館
、
中
央
図
書
館
、
調
理

室
な
ど
を
譲
渡
し
て
ほ
し

い
と
言
う
要
望
が
町
長
に

提
出
さ
れ
、
４
地
域
で
意

見
交
換
会
が
行
わ
れ
た
。

①
４
地
域
の
意
見
交
換
会

の
内
容
を
ま
と
め
て
報
告

す
る
と
い
う
教
育
長
と
の

約
束
が
守
ら
れ
て
い
な
い

の
で
は
な
い
か
。

②
意
見
交
換
会
後
に
進
展

は
あ
っ
た
か
。

③
今
後
、
ど
の
よ
う
な
方

針
で
ど
の
よ
う
に
進
め
る

の
か
。

答 

平
賀
生
涯
学
習
課
長

　

教
育
委
員
会
が
中

央
地
域
４
会
場
で
開
催
し

た
旧
厚
生
小
学
校
跡
地
利

用
意
見
交
換
会
は
、
住
民

か
ら
の
意
見
を
聞
く
た
め

に
開
催
し
た
も
の
で
、
中

央
公
民
館
、
中
央
図
書
館

譲
渡
に
つ
い
て
の
意
見
交

換
会
で
は
な
い
こ
と
を
申

し
添
え
る
。

①
意
見
を
ま
と
め
た
報
告

が
遅
れ
て
い
る
こ
と
は
お

詫
び
す
る
。

②
す
ぐ
に
結
論
を
出
す
も

の
で
は
な
く
地
域
住
民
の

意
見
を
聞
い
て
今
後
の
参

考
に
す
る
。
今
の
と
こ
ろ

進
展
は
な
い
。

③
教
育
委
員
会
と
し
て
、

町
の
社
会
教
育
委
員
会
や

図
書
館
協
議
会
な
ど
で
議

論
を
深
め
て
い
く
。

藤井智江 議員

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

望まれる跡地活用を

地域づくりの拠点に

校舎棟建設予定地校舎棟建設予定地

決
　
算
　
審
　
査

委
員
会
の
報
告

定
例
会
の
報
告

町
政
を
問
う  

一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告



19 みさき 後援会が花環・香典・祝儀などを出すと処罰されます。

勉強するぞ〜

金谷髙子 議員

ＧＩＧＡスクール構想の取り組みは

心
身
障
害
者

　
　
医
療
助
成
制
度
の
改
善
を

来
年
度
実
施
に
向
け
検
討
す
る

接続環境を考慮し
　　　比較検討を行っている

問　

 
国
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
構
想
は
、
児

童
・
生
徒
が
一
人
一
台
の

パ
ソ
コ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
を
持
ち
、
ク
ラ
ス
全

員
が
一
度
に
ア
ク
セ
ス
で

き
る
通
信
環
境
を
整
備
す

る
こ
と
で
あ
る
。

　
今
年
度
は
、
モ
バ
イ
ル

ル
ー
タ
ー
を
家
庭
に
貸
し

出
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

を
支
援
す
る
施
策
も
あ
る
。

　
本
町
は
ど
う
取
り
組
む

の
か
。

答 

神
坂
教
育
総
務
課
長

　

全
小
・
中
学
校
の

家
庭
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

接
続
環
境
の
ア
ン
ケ
ー
ト

を
行
い
、
回
答
が
あ
っ
た

６
７
１
世
帯
の
う
ち
、
接

続
が
で
き
な
い
家
庭
が
６

世
帯
と
い
う
結
果
を
得
て

い
る
。

　

モ
バ
イ
ル
ル
ー
タ
ー
が

い
い
の
か
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
へ
の
加
入
を
進
め
る

の
が
適
切
な
の
か
、
現
在

比
較
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

問　
 

子
ど
も
た
ち
の
中

に
は
、
学
校
に
は
行

け
る
け
れ
ど
、
教
室
に
は

入
れ
な
い
子
ど
も
も
い
る
。

　
ま
た
、
視
覚
や
聴
覚
が

不
自
由
な
子
ど
も
へ
の
対

応
は
。

答 

神
坂
教
育
総
務
課
長

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
貸

し
出
す
こ
と
に
よ
り
、
学

校
に
行
か
な
く
て
も
済
む

環
境
を
つ
く
っ
て
し
ま
う

懸
念
が
あ
り
、
個
々
の
ケ

ー
ス
に
丁
寧
に
対
応
し
問

題
解
決
し
て
い
く
。

問　

 

現
在
の
制
度
で
は
、

身
体
障
害
者
、
知
的

障
害
者
は
内
科
、
外
科
な

ど
診
療
費
は
１
割
負
担
だ

が
、
精
神
障
害
者
は
基
本

的
に
は
３
割
の
自
己
負
担

で
あ
る
。

　
自
治
体
の
医
療
費
給
付

制
度
は
国
と
違
っ
て
「
医

学
的
に
病
気
な
ど
を
治
療

す
る
た
め
で
な
く
、
生
活

へ
の
支
え
で
あ
り
、
暮
ら

し
の
中
で
必
要
な
医
療
に

対
し
て
の
給
付
制
度
」
と

思
っ
て
い
る
。

　
平
成
31
年
３
月
に
も
同

様
の
質
問
を
行
っ
た
。

　
町
長
か
ら
の
前
向
き
な

答
弁
で
あ
っ
た
。

　
美
咲
町
の
福
祉
を
向
上

さ
せ
る
視
点
に
た
ち
、
再

度
答
弁
を
求
め
る
。

答 

青
野
町
長

　

精
神
障
害
者
の
１

割
負
担
に
つ
い
て
は
、
以

前
よ
り
金
谷
議
員
か
ら
問

題
提
起
を
い
た
だ
い
て
お

り
、
前
向
き
に
検
討
し
て

き
た
。

　

今
年
度
中
に
、
心
身
障

害
者
医
療
費
給
付
制
度
の

改
正
に
つ
い
て
、
対
象
者

な
ど
具
体
的
な
制
度
設
計

を
詰
め
、
来
年
度
か
ら
実

施
に
向
け
て
検
討
す
る
。

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

障害者手帳交付数

決
　
算
　
審
　
査

委
員
会
の
報
告

定
例
会
の
報
告

町
政
を
問
う  
一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告



20美咲町議会だより  No.62  ＜2020.11＞議員に対し、寄付を出すように勧誘や要求することは禁止されています。

河川氾濫の未然防止に取り組め

黄福タクシーの利便性向上を

個別計画を策定して対応する

関係各課と検討し
　　移動の確保に努めたい

問　

 

災
害
に
よ
っ
て
発

生
す
る
河
川
氾
濫
の

未
然
防
止
策
は
重
要
施
策

と
し
て
捉
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　
し
か
し
、
本
町
の
河
川

改
修
予
算
は
年
々
減
額
さ

れ
、
地
元
要
望
に
も
対
応

で
き
て
い
な
い
状
況
が
あ

る
。

　
岡
山
県
で
は
「
河
道
内

整
備
実
施
計
画
」
を
策
定

し
て
主
な
河
川
の
浚し

ゅ
ん

渫せ
つ

工

事
や
樹
木
伐
採
を
行
っ
て

い
る
。

　
本
町
の
河
川
整
備
は
ど

の
よ
う
に
対
応
し
て
い
る

の
か
。

答
前
田
建
設
課
長

　

こ
こ
数
年
は
災
害

復
旧
事
業
で
河
川
浚
渫
な

ど
を
実
施
し
て
い
る
た
め

河
川
改
修
の
予
算
を
減
額

し
た
。

　

町
が
管
理
し
て
い
る
普

通
河
川
の
総
延
長
は
莫
大

な
も
の
と
な
り
、
全
て
の

維
持
管
理
は
非
常
に
困
難

で
あ
る
こ
と
か
ら
特
に
重

要
な
区
間
に
つ
い
て
事
案

発
生
の
都
度
対
応
し
て
い

る
。

問　

 

黄
福
タ
ク
シ
ー
に

つ
い
て
町
民
か
ら
、

き
め
細
や
か
な
サ
ー
ビ
ス

展
開
を
望
む
声
が
あ
る
。

　
さ
ら
な
る
利
便
性
の
向

上
に
向
け
て
制
度
を
検
証

す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ

れ
る
。

　
中
で
も
、
町
内
で
受
診

で
き
な
い
人
工
透
析
者
が

黄
福
タ
ク
シ
ー
を
利
用
し

て
津
山
市
、
真
庭
市
な
ど

に
通
院
し
た
場
合
、
月
額

約
７
万
円
の
通
院
費
と
交

通
費
と
な
る
。
料
金
設
定

も
含
め
今
後
の
課
題
と
展

望
は
。

答 

浦
上
く
ら
し
安
全
課
長

　
特
定
疾
患
の
人
も

含
め
た
町
外
の
病
院
へ
の

移
動
手
段
を
関
係
各
課
と

問　

 

総
務
省
で
は
今
年

度
か
ら
「
緊
急
浚
渫

推
進
事
業
」
を
創
設
し
て

河
川
整
備
に
対
す
る
起
債

枠
を
設
け
て
い
る
。
こ
れ

を
利
用
し
て
町
内
の
河
川

氾
濫
未
然
防
止
策
に
取
り

組
む
考
え
は
。

答
青
野
町
長

　

国
・
県
の
制
度
を

利
用
し
河
川
ご
と
の
個
別

計
画
を
策
定
し
て
、
河
川

浚
渫
や
堆
積
土
砂
の
撤
去

な
ど
河
川
氾
濫
の
未
然
防

止
に
努
め
て
い
く
。

検
討
し
な
が
ら
、高
齢
者
な

ど
の
移
動
手
段
の
確
保
に

努
め
た
い
。

問　

 

黄
福
タ
ク
シ
ー
同

様
に
、
特
定
疾
患
通

院
補
助
金
に
つ
い
て
も
検

証
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答 

牧
野
福
祉
事
務
所
長

　

個
々
の
通
院
方
法

が
異
な
る
た
め
検
討
が
必

要
。
関
係
各
課
と
協
議
検

討
を
行
い
た
い
。

問　

 

透
析
患
者
の
現
状

が
把
握
で
き
た
と
思

う
が
、
町
長
の
考
え
は
ど

う
か
。

答 

青
野
町
長

　

関
係
の
所
属
が
検

討
し
た
結
果
を
踏
ま
え
判

断
を
し
た
い
。

松田英二 議員

林田　実 議員

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

緊急浚
しゅん

渫
せつ

推進事業の創設（総務省）

対象事業 緊急的に実施する河川等の浚渫工事

事業年度 令和2年度～令和6年度（5年間）

財政措置 元利償還金に対する交付税措置　70％

事 業 費 5年間の見込み総額　4,900億円

必 要 措 置 河川維持管理計画の策定が必要

決
　
算
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美
咲
町
教
育
委
員
会
で

は
、
柵
原
地
域
義
務
教
育

学
校
の
令
和
６
年
４
月
開

校
に
向
け
て
、
令
和
２
年

８
月
22
日（
土
）に
美
咲
町

柵
原
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
先
進

地
で
あ
る
高
知
市
か
ら
、高

知
市
教
育
委
員
会
、学
校

教
育
環
境
支
援
課
、
和
田

広
信
副
参
事
。高
知
市
立

義
務
教
育
学
校
土
佐
山
学

舎
、
竹
崎
優
子
校
長
の
お

二
人
を
講
師
に
迎
え
、
講

演
会
が
行
わ
れ
た
。

　

美
咲
町
議
会
か
ら
は
、

議
長
を
は
じ
め
議
員
多
数

が
参
加
し
、
義
務
教
育
学

校
の
特
性
を
生
か
し
た
特

色
あ
る
教
育
や
学
校
運
営

に
つい
て
耳
を
傾
け
た
。

【
社
学
一
体
教
育
】

　

土
佐
山
学
舎
は
、
高
知

県
北
部
の
中
山
間
地
域
に

位
置
し
て
お
り
、「
社
学
一

体
教
育
に
根
ざ
し
て
」９

年
間
の
義
務
教
育
を
一
つ

の
学
校
、一
つ
の
組
織
と
し

て
の
意
識
改
革
を
進
め
、

教
育
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

土
佐
山
学
舎
の
コ
ン
セ

プ
ト
は
、

①
学
校
が
、
地
域
活
性
化

の
中
核
・
後
押
し
に
！

②
中
山
間
地
域
の
教
育
モ

デ
ル
と
し
て
！

③
校
区
と
い
う
概
念
を
変

え
る
！
あ
え
て
中
山
間
に

子
ど
も
た
ち
を
！

④
学
び
の
流
れ
・
教
育
課

程
の
弾
力
運
用　

魅
力
あ

る
学
校
！

⑤
利
益
の
双
方
向
性
！
地

域
と
と
も
に
！

　
「
選
ば
れ
る
学
校
・
土

佐
山
で
学
び
た
い
」と
し
て

の
意
識
改
革
を
示
し
て
い

る
。

【
学
年
区
分
・
教
育
目
標
】

　

児
童
・
生
徒
数
は
、
開

校
前
に
は
、
57
人
だ
っ
た
が

現
在（
令
和
２
年
度
）は
１

４
１
人
に
な
って
い
る
。
そ

の
内
、
校
区
外
通
学
者
が

72
名
、
校
区
内
が
69
名
で

増
加
の
傾
向
に
あ
る
。

　

学
年
区
分
は
、
小
学
校

入
学
か
ら
中
学
校
卒
業
ま

で
の
９
年
間
を
、
４
・
３
・

２（
前
期
・
中
期
・
後
期
ブ

ロッ
ク
）の
区
分
が
な
さ
れ
、

積
極
的
に
地
域
社
会
に
貢

献
し
よ
う
と
す
る
態
度
を

育
て
る
土
佐
山
学（
総
合

的
な
学
習
の
時
間
）は
、

「
ふ
る
さ
と
に
誇
り
を
も

ち
、
将
来
を
た
く
ま
し
く
、

豊
か
に
、勇
気
を
も
って
生

き
抜
く
児
童
生
徒
育
成
」

を
教
育
目
標
に
進
め
ら
れ

て
い
る
。

【
英
語
教
育
】

　

ま
た
、
グ
ロ
ー
バル
な
視

野
と
豊
か
な
表
現
力
の
育

成
を
目
的
に
進
め
ら
れ
て

い
る
英
語
教
育
で
は
、
１

年
生
か
ら
英
語
検
定
に
挑

戦
し
、
９
年
生
で
は
高
校

卒
業
程
度
の
英
語
力
が
求

め
ら
れ
る
英
検
２
級
に
合

格
す
る
生
徒
も
お
り
、
３

学
期
に
行
わ
れ
る
土
佐
山

学
発
表
会
で
は
、
全
て
の

学
年
で
原
稿
を
持
た
な
い

や
り
と
り
。
さ
ら
に
、
高

学
年
で
は
英
語
だ
け
で
の

や
り
と
り
も
行
わ
れ
る
な

ど
、鍛
え
ら
れ
た
即
興
性
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
の
高
さ
に
は
、
目
を
見

張
る
も
の
が
あ
る
。

【
柵
原
学
園（
仮
称
）へ
】

　
「
学
び
・
つ
な
が
り
・
夢

を
育
む　

美
咲
の
人
づ
く

り
」を
基
本
目
標
と
す
る

柵
原
学
園（
仮
称
）の
開
校

準
備
委
員
会
で
は
、現
在
、

専
門
部
会
に
よ
り
各
種
検

討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

地
域
に
根
付
き
、
信
頼

さ
れ
る
学
校
と
な
る
こ
と

を
望
み
、
卒
業
し
て
い
く
子

ど
も
た
ち
の
社
会
で
の
活
躍

を
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。

社学一体教育に根ざす土佐山学舎の
挑戦に耳を傾ける。

みんなの夢を育む　義務教育学校柵原学園（仮称）講演会

講師：高知市教育委員会　教育環境支援課　和田広信副参事講師：高知市教育委員会　教育環境支援課　和田広信副参事
　　  高知市立義務教育学校土佐山学舎　竹崎優子校長　　  高知市立義務教育学校土佐山学舎　竹崎優子校長

義務教育学校先進地に学ぶ義務教育学校先進地に学ぶ
高知市立土佐山学舎高知市立土佐山学舎
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議　長 243日
（町外・県外を含む）

副議長 122日
（町外・県外を含む）

議　員
（議長・副議長を

除く11人）

平均120日
（町外・県外を含む）

各議員によって異なりますが、表記の数字に各地
域行事への参加日数が加算されることになります。

議　長 31万5,000円

副議長 26万2,000円

常任委員長 24万6,000円

議　員 24万円

※表記の報酬に加えて期末手当を６月に1.45ヶ月分と12月に1.65ヶ月分支給しています。

※議会だより編集委員６人には年額４万円（委員長は５万円）を支給しています。

※議会選出の監査委員１人には、出頭日数×7,400円を支給しています。

◆他の市町村議会が支給している政務活動費・委員会手当などは支給していません。

項　　　目 金　　　額

議員人件費 　 5,027万634円

一般職員人件費 　 1,169万3,614円

経常管理費        511万3,506円
（議長交際費15万8,100円含む）

各種負担金（退職議員の年金など） 　 2,186万7,048円

合　　　計 　 8,894万4,802円

議 会 費 あれこれ
どれくらいお金がかかっているの？
議会運営にはこのくらいかかっています。

何日くらい活動しているの？
年間の活動日数です。

報酬ってどれくらい？
月額報酬は次のとおりです。

Q

QQ

A

AA
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「議会にひとこと」のまとめ

議会だよりアンケート

表紙の紹介 美咲町図書館協議会の視察研修

　 今日は旭 保 育 園
の運動会です。
　０歳児～５歳児の
43人の子どもたち
が走って踊って思い
出に残る運動会にな
りました。

　10月２日、図書館協
議会が玉野市・高梁市
の図書館視察研修を実
施し議員も参加した。各
図書館は公民館、カフェ
の併設によって利用者
が増加し、賑わいを創出
する場所となっている。

令和２年12月定例会の予定
　令和２年１２月に予定されている美咲町議会定例会は
　◆１１月３０日（月）開会～１２月１１日（金）閉会の１２日間
　◆一般質問は１２月１日（火）～２日（水）の２日間

（なお、日程が変更される場合にはみさきテレビなどでお知らせしていきます）

　美咲町議会では、コロナウイルス感染症対策のため今年の議会報告会及
び意見交換会を中止とさせていただきました。その代替策として議会だよりアン
ケートをお願いしていましたが、お応えをいただいたご意見をまとめてみました。
　貴重なご意見ありがとうございました。

今回の議会だよりで
最も関心の高かった記事は何ですか

美咲町議会に対するご意見（抜粋）

今後の議会だよりで
取り上げてほしい事柄は何ですか

⃝定例会の報告

⃝委員会の報告

⃝議員の一般質問

⃝議会と執行部は両輪ではあるが距離感と緊張感を持
つ意識を忘れてはならない。

⃝これからは行政頼みではダメだ。地域としての今後
の在り方を議会はどう考えるのか。

⃝個人攻撃では無く建設的な意見が最も必要である。

⃝活力ある町政、夢が持てる町づくりに努めてもらい
たい。

⃝議員定数削減の検討が必要である。

⃝町民のために大きな使命感が感じ取れる。

⃝女性の意見

⃝若者の意見

⃝高齢者の意見

⃝その他
⃝無回答

⃝小地域の意見

⃝各種団体の意見

３人

２人

１2人

4人

4人

6人

０人

１人

1０人

2人

ゆとりある配架が読書への興味と、
選択の喜びをもたらす。
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第
21
回
国
勢

調
査
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
調
査
は
大
正
９
年
に

第
１
回
目
が
実
施
さ
れ
て
以

来
５
年
に
一
度
行
わ
れ
る
統

計
調
査
で
、
今
回
が
百
年
目

の
節
目
を
迎
え
た
そ
う
で
す
。

　

日
本
に
住
む
人
や
世
帯
を

調
査
す
る
こ
と
で
私
た
ち
の

生
活
に
欠
か
せ
な
い
さ
ま
ざ

ま
な
施
策
に
役
立
て
る
大
切

な
調
査
で
す
。

　

調
査
に
よ
る
本
町
の
人
口

は
、
平
成
22
年
調
査
で
平
成

17
年
に
比
べ
て
９
３
５
人
の

減
少
で
し
た
が
、
平
成
27
年

調
査
で
は
平
成
22
年
に
比
べ

て
１
，２
１
０
人
の
減
少
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
調
査
結
果
を
基
に

町
の
政
策
を
示
し
て
行
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

（
松
田
記
）

町民の皆さんこんにちは
サークル紹介
第35回

和の生
地が彩る華

やかさ

　平成２8年から柵原文化協会に入り「布細工の会」
の名称で活動しています。

●いつ頃から活動していますか●
　会員同士とても仲が良く明るい人たちとの会話
も弾み、作品作りに一層の熱が入ります。

●楽しいことは何ですか●

　「お雛様のつるし飾り」を中心とした作品づくりを
毎月第１・第３水曜日の午後１時～４時まで柵原文
化センターで行っています。

●どんな活動をしていますか●
　毎年、柵原文化祭にメンバー全員の作品を展示
しています。とっても華やかですよ。

●これからの活動は●

　６０歳代～８０歳代の女性１８人で活動しています。
●メンバー構成は●

　「若い人の結婚」「美咲町への定住」「空き家対策」
など頑張ってください。

●議会に一言お願いします●

　柵原文化協会の禾本会長から教室を開いてくれ
ませんかというお誘いを受けて始めました。

●活動を始めたきっかけは●

柵
原
布
細
工
の
会

皆さんの華やかな作品で
町に安らぎを広めてください。

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

委
員
長
　
松
田
　
英
二

副
委
員
長
　
藤
井
　
智
江

山
田
　
雄
二

延
原
　
正
憲

左
居
　
喜
次

岩
野
　
正
則


